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－ １ －

１．事業概要

（１）事業目的

一 般 国 道 １ ５ ３ 号 豊 田 西 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

写真

平成２７年２月撮影 至：豊田市街地

至：名古屋

＜凡例＞

豊田西バイパス

主要渋滞箇所
（R7.7.31）

人口集中地区
（R2ＤＩＤ）

開通済

駅

開通済

開通済 未開通

開通済 未開通

ＪＲ線

市町村境

暫定4車
開通済

【愛知県豊田市東新町（上空）】

■一般国道１５３号豊田西バイパスは、愛知県名古屋市天白区天白町から愛知県豊田市東新町に至る延長１３．３ｋｍのバイ

パスであり、現道１５３号（（県）豊田東郷線）の交通渋滞の緩和、交通安全の確保及び地域交通の利用促進を目的に計画さ

れた道路です。

■豊田西バイパスや並行する周辺道路には、主要渋滞箇所や死傷事故率の高い区間が多数存在するなどの課題があります。

■本事業は、こうした課題解決のためにバイパスを整備するものであり、交通渋滞の緩和、交通事故の削減、地域連携の支援

等の効果を見込んでいます。

と よ た にし な ご や てんぱく てんぱくちょう と よ た とうしんちょう

と よ た と う ご う

高速道路

一般有料道路

一般国道

主要地方道

豊田外環状

豊田東
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※今後修正の可能性があります。



１．事業概要
（２）計画概要

事業名
一般国道１５３号
豊田西バイパス

道路規格 第４種第１級

設計速度 ６０ｋｍ/ｈ

車線数 ６車線

都市計画決定
昭和４１年度、昭和４５年度、

昭和４７年度

事業化 昭和４２年度

計画交通量 ７８，７００台/日

用地着手年度 昭和４６年度

工事着手年度 昭和４８年度

延長
［供用済延長］

１３．３ｋｍ
［暫定４車線開通済 １３．３ｋｍ］

前回の再評価
令和３年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ３２７億円（１１億円増額）

標 準 断 面 図

■豊田西バイパスは、昭和４２年度に事業化し、平成１８年度迄に全線（延長１３．３ｋｍ）が、暫定４車線で開通しています。

■また、平成２５年度に豊田市西新町～東新町間（延長１．０ｋｍ）の東新高架橋が供用しています。

とよ た にし

＜平面部＞

歩
道

側
道

本
線

本
線

側
道

歩
道

とうしんちょうとよ た にししんちょう

＜部分立体部＞

歩
道

本
線

本
線

本
線

本
線

歩
道

豊田市西新町～東新町間

単位：ｍ

と う しん

豊田市

みよし市

東郷町

豊明市
刈谷市

一般国道153号 豊田西バイパス 
延長13.3km

（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
東
新
町

と
よ
た

と
う
し
ん
ち
ょ
う

（
起
点
）
愛
知
県
名
古
屋
市
天
白
区
天
白
町

な
ご
や

て
ん
ぱ
く

て
ん
ぱ
く
ち
ょ
う

至 瀬戸市

豊田市役所

豊田勘八ＩＣ

豊田JCT

豊田東JCT

豊田
松平ＩＣ

鞍ヶ池
スマートＩＣ

豊田東ＩＣ

豊田ＩＣ

日進JCT

長久手IC

東名三好ＩＣ

本郷IC

上社JCT

高針JCT

植田IC

鳴海IC

有松IC

上社南IC

名古屋IC
上社IC

名古屋市
日進市

長久手市

豊
田
市
西
新
町

と
よ
た

に
し
し
ん
ち
ょ
う

H26.1.15
供用

延長1.0km

＜凡例＞

豊田西
バイパス

高速道路

一般有料道路
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主要地方道

豊田外環状

ＪＲ線

開通済
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開通済

開通済 未開通

開通済 未開通

暫定4車
開通済
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大府西IC
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丸田町JCT

東片端JCT

八草IC

八草東IC

猿投IC
猿投東IC

豊田藤岡IC

中山IC
西広瀬IC

枝下IC

力石IC

豊田南ＩＣ
東海市 大府市

至 春日井市

－ ２ －
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E1A

E1

E1A

E1

C2

※今後修正の可能性があります。



２．事業の進捗及び見込みの視点

豊田西バイパスの事業進捗状況

【用地取得率】 １００％（令和２年度末）  ⇒ １００％（令和７年度末）
【事業進捗率】 約８５％（令和２年度末） ⇒ 約８６％（令和７年度末）

事業進捗の見込みの視点

■名古屋市天白区天白町～豊田市東新町(延長１３．３ｋｍ)は、平成１８年１２月に暫定４車線で開通済み。

■令和４年１２月には、福田橋南交差点において、右折車線の延伸及び左折車線の新設を実施したところ。

■６車線開通に向け関係機関と渋滞対策を検討の上、優先整備区間の選定を行い、関係機関協議、設計を推進します。

とうしんちょうとよ たてんぱくちょう

－ ３ －
福田橋南交差点

令和５年１月撮影 至：豊田市街地

至：名古屋

【愛知県豊田市東新町（上空）】
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主要地方道

豊田外環状

ＪＲ線
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駅
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写真②

写真①
C3

E1A

E1

E1

C2

至：豊田市街地豊田南バイパス

至：名古屋

福田橋南交差点

てんぱく

令和４年１２月撮影

※今後修正の可能性があります。



■ 事業費増加の要因

①物価上昇による資機材・労務単価の増加 ・・・・・・・・・・・ 合計１１億円増額

事業費増額の要因 増額

①物価上昇による資機材・労務単価の増加

■建設資機材の上昇による橋梁等の工事費の増加 １１億円

３．事業費の見直しについて

－ ４ －

※今後修正の可能性があります。



1.00

1.20

1.40

1.60

R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4

生コンクリート（高炉） 鉄筋コンクリート用棒鋼

軽油 ふっ素樹脂塗料

［豊田］

［全国(北海道・沖縄除く)］

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

R3.4 R4.4 R5.4 R6.4 R7.4 R8.4

普通作業員 特殊作業員 とび工

型わく工 交通誘導員B

事業費の見直しについて：豊田西バイパス

■原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰等によって、前回再評価時（令和3年度)に比べて、建設資材や労務費の単価が上昇しています。

■建設資材価格の伸び率では、R3.4を基準とした場合、コンクリート、鉄筋等の価格が約1.1～1.5倍となっています。

■労務単価についても、前回評価時から約1.2～1.3倍と増加しています。

■主に建設資材価格の上昇の影響を受け、橋梁、改良、舗装等の工事費の増加が必要となりました。

－ ５ －

■建設資材単価の伸び率（R3.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（R3.4を基準に算出）（愛知県）

1.17
軽油

1.54
生コン

1.33
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

1.41
ふっ素樹脂塗料

①：物価上昇による資機材及び労務単価の増加（＋１１億円）

1.26
(特殊作業員)

1.20
(とび工)

1.24
(普通作業員)

1.25
(型わく工)

1.34
(交通誘導員B)

３．事業費の見直しについて

［名古屋］

［名古屋］

※今後修正の可能性があります。



４．費用対効果分析

○３便益による事業の投資効果

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費＋更新費

【事業全体】 一般国道153号 豊田西バイパス（名古屋市天白区天白町～豊田市東新町）

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「一般国道153号 豊田西バイパス」周辺の主要な幹線道路（延長約3,873km）を対象として算出。
※２ 令和4年2月に公表された平成27年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR22将来ODに基づきB/Cを算出。
※３ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

【前回再評価時からの変更点】
１．将来OD表の変更（H22年度全国道路・街路交通情勢調査 →H27年度全国道路・街路交通情勢調査）

２．将来道路網条件の変更（R3年度事業化済道路網→R7年度事業化済道路網）により、市道西部2号線が追加。

３．費用便益分析マニュアルの改訂（R4マニュアル→R7マニュアル）により、各便益の原単位の更新、社会的割引率1％、2％のケースについて試算。

４．費用便益分析の基準年次（R3年度→R8年度）

５．総走行台キロの年次別伸び率の更新（H22年度全国道路・街路交通情勢調査 →H27年度全国道路・街路交通情勢調査）

６．費用便益分析のGDPデフレーター（R3年度→R8年度）

７．費用便益比算定上の供用年の見通し

８．一般国道153号 豊田西バイパスの事業費増（11億円増加）

３便益による事業の投資効果

■費用便益分析（B/C）について

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 4.6～5.6

事業費 ±10% 5.1～5.1

事業期間 ±20% 5.0～5.2

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 20.7～25.3

事業費 ±10% 22.0～24.2

事業期間 ±20% 22.0～23.9

＜感度分析結果＞

－ ６ －

【残事業】 一般国道153号 豊田西バイパス（名古屋市天白区天白町～豊田市東新町）

便益（億円） 費用（億円）
Ｂ／Ｃ

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 3,997 221 69 4,286 1,122 201 - 1,323 3.2

今回評価時 8,341 252 43 8,636 1,508 175 - 1,683 5.1

〔参考〕社会的割引率２％ 8,727 253 42 9,022 659 180 - 838 10.8

〔参考〕社会的割引率１％ 9,211 260 42 9,514 426 188 - 614 15.5

便益（億円） 費用（億円）
Ｂ／Ｃ

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 1,494 50 0.25 1,545 35 47 - 82 18.8

今回評価時 1,868 11 0.22 1,879 39 42 - 82 23.0

〔参考〕社会的割引率２％ 3,180 19 0.38 3,199 44 74 - 118 27.1

〔参考〕社会的割引率１％ 4,280 25 0.51 4,306 47 100 - 147 29.2

※今後修正の可能性があります。



■一般国道１５３号豊田西バイパスの事業を継続する。

－ ７ －

５．県・政令市への意見聴取結果

６．対応方針（原案）

■愛知県の意見

一般国道１５３号豊田西バイパスは、名古屋都市圏の広域道路ネットワークの放射道路として、名古屋市と自動車産業の
集積地である豊田市を結び、本県のモノづくり産業を支える重要な役割を担っています。

沿線の日進市、東郷町、みよし市は、名古屋市近郊に位置し、自然豊かな丘陵地を有する地域です。こうした地域特性を
背景に、日進市では本路線沿線で土地区画整理事業が行われるなど、交通需要は増加傾向にあります。現在も、平日朝夕
のラッシュ時のみならず、休日においても激しい渋滞が発生しており、住民生活に大きな支障を来しています。

今後、当地域のさらに発展していくためには、一般国道１５３号豊田西バイパスの６車線化を始めとした渋滞対策が必要不
可欠であり、一日も早く供用をお願いします。

なお、事業実施にあたっては、安全に配慮して一層のコスト縮減を図るなど、より効率的な事業推進に努めていただくよう
お願いします。

※今後修正の可能性があります。



費用便益分析に含まれない効果

資料１０（参考資料）

令和８年６月１９日

中部地方整備局
名四国道事務所

一般国道１５３号 豊田西バイパス

※今後修正の可能性があります。



費用便益分析結果

－ １ －

項目 事業全体 残事業

費用

事業費 1,508億円 39億円

維持管理費 175億円 42億円

更新費 - -

費用（Ｃ） 1,683億円 82億円

便益

走行時間短縮便益 8,341億円 1,868億円

走行経費減少便益 252億円 11億円

交通事故減少便益 43億円 0.22億円

便益（Ｂ） 8,636億円 1,879億円

Ｂ／Ｃ 5.1 23.0

その他効果

時間信頼性向上便益 所要時間のばらつきを考慮した余裕時間が短縮（1,494億円）

CO2排出削減便益 走行速度が改善することCO２排出量が低減（283億円）

※今後修正の可能性があります。



１．時間信頼性向上便益

○道路整備による所要時間が短縮する効果だけでなく、所要時間のばらつき（余裕時間）を縮小する効果があり、
 その効果を評価

時間信頼性向上便益算定マニュアル(案)により算出＜計算手法＞

時間のばらつき
（余裕時間）

時間のばらつき
（余裕時間）

未整備時 整備後

× 交通量 × 貨幣価値 ＝－ 時間信頼性向上の効果

未整備時

＜算出イメージ＞

整備後

平均所要時間
平均所要時間

〇分 □分 〇分 □分

〇分 □分未整備時

〇分 □分整備後

走行時間短縮便益 時間信頼性向上の効果

道路整備により、平均所要時間と

時間のばらつき（余裕時間）が短縮

（余裕時間）
（余裕時間）

▼時間信頼性向上便益算出結果

総余裕時間費用
（億円／年）

③時間信頼性
向上便益
（億円／年）
①‐②

④時間信頼性
向上便益

現在価値換算
（億円／50年）①未整備 ②整備後

事業全体
暫定供用 1454.19 1431.13 23.06

1493.61
完成 1454.19 1411.45 42.74

「時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）」
に基づき便益換算した結果、

1,493億円の効果が見込まれる

時間信頼性向上の効果

－ ２ －

※今後修正の可能性があります。



２．CO2排出削減便益

○道路整備により走行速度の改善や交通量の変化することで、温室効果ガス(CO2)排出量が低減されることに
よる効果を評価

単年度便益＝（整備前のCO2排出量－整備後のCO2排出量）×貨幣価値×365

＜計算手法＞

整備前

速度低下により環境負荷ガスが発生

CO2 CO2 CO2

整備後

速度改善
温室効果ガス(CO2)排出量の減少

を貨幣換算

CO2

新設道路

＜算出イメージ＞

－ ３ －

出典 ※公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）（R7.9 国土交通省）

CO 排出削減便益の効果2

１年間に生じる便益
（整備なし：2,242千t-CO2 /年 - 整備あり：2,203千t-CO2/年）

×CO の貨幣価値原単位※２：10,600円/t-c = 約4.0億円/年

道路整備によるCO2排出削減便益
283億円と試算

◆完成供用から50年間を対象として現在価値化した便益

2

＜年間CO2排出量＞

[ガソリン自動車（乗用車・2010年式）]

CO2 CO2

0 50 100 150 200 250

20

40

60

80

ＣＯ２排出量（g-CO₂/km･台）

旅
行
速
度
（時
速
）

旅行速度とCO₂排出量の関係

出典 ※道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成22年度版）

低速走行時は、
CO₂排出量が増加

［小型車類］

平成15年11月25日付け事務連絡「客観的評価指標の定量的評価指標の算出手法について」の
別紙『客観的評価指標の定量的評価指標の算出手法(案)』より算定

2,241,537 

2,203,333 

2,180,000

2,190,000

2,200,000

2,210,000

2,220,000

2,230,000

2,240,000

2,250,000

整備前 整備後
0

(千t-CO2/年)

約38千t-CO2/年
の削減

※今後修正の可能性があります。
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